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倶
知
安
町
に
あ
る
後
志
森
林

管
理
署
の
事
務
室
か
ら
は
羊
蹄

山
（
一
八
九
八
㍍
）
が
望
め
ま

す
。

　

こ
の
山
の
登
山
コ
ー
ス
に

は
、
真
狩
、
比
羅
夫
、
京
極
、

喜
茂
別
の
四
つ
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
登
り
に
五
時
間
、
下
り
に

四
時
間
程
度
で
余
裕
を
持
っ
て

登
山
で
き
ま
す
。

　

人
気
が
高
い
の
は
、
真
狩
、

比
羅
夫
コ
ー
ス
で
、
こ
れ
は
登

山
口
周
辺
の
施
設
充
実
や
交
通

の
便
の
良
さ
に
よ
る
も
の
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
登
山
者
に

は
百
名
山
制
覇
を
目
標
に
し
て

い
る
、
年
配
の
皆
さ
ん
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

倶
知
安
と
い
え
ば
ス
キ
ー
。

　

羊
蹄
山
で
の
春
山
ス
キ
ー
の

愛
好
者
は
署
内
に
も
い
ま
す

が
、
マ
ニ
ア
の
中
に
は
厳
冬
期

に
テ
レ
マ
ー
ク
ス
キ
ー
で
楽
し

む
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
で
は
、
比

羅
夫
地
区
に
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
場

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
は
冬
の
晴
れ
た
日
に

は
、
羊
蹄
山
の
眺
め
も
良
く
、

雪
質
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
か

ら
、
国
内
の
他
の
ス
キ
ー
場
が

来
場
者
の
減
少
に
苦
労
す
る

中
、
こ
の
ス
キ
ー

場
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
を
中
心

と
す
る
海
外
か
ら

の
ス
キ
ー
客
が
増

加
し
て
お
り
、
リ

フ
ト
や
ゴ
ン
ド
ラ

に
乗
る
と
、
外
国

人
と
同
乗
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で

す
。

　

一
方
、
町
内
で

は
近
年
外
国
資
本

に
よ
る
「
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
」
と
呼

ば
れ
る
賃
貸
型
の

リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
設
・
購
入
が
進
み
、

町
で
は
将
来
、
固
定
資
産
税
を

徴
収
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
心

配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
人
の

保
証
人
を
付
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ヒ
ラ
フ
地
区
が
外
国
人
に
人

気
が
あ
る
の
は
、
彼
ら
は
一
週

間
か
ら
一
〇
日
ほ
ど
滞
在
す
る

た
め
、
同
じ
ホ
テ
ル
で
毎
日
食

事
す
る
と
い
う
の
は
好
ま
ず
、

居
酒
屋
、
コ
ン
ビ
ニ
、
各
種
飲

食
店
が
あ
り
、
少
し
足
を
伸
ば

せ
ば
倶
知
安
の
市
街
地
で
エ
ン

ジ
ョ
イ
で
き
る
と
い
う
立
地
条

件
の
良
さ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
変
わ
り
し
て

い
る
ス
キ
ー
場
で
す
が
、
羊
蹄

山
は
昔
の
ま
ま
で
す
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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変
わ
ら
ぬ
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と
移
ろ
う
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景
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ヒラフスキー場から羊蹄山を望む




